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(57)【要約】
【課題】ノイズフィルタや入力調整部を構成する部品の
ばらつきや温度特性による誤差を抑制し、安定した出力
を得ることができる電流測定装置を得ること。
【解決手段】入力信号の高調波ノイズを除去するノイズ
フィルタ１４と、ノイズフィルタ１４の出力を適正な出
力振幅値に変換する入力調整部１８と、入力調整部１８
の出力をデジタルデータに変換するＡ／Ｄ変換部１９と
、自装置が設置される環境温度を検出する温度センサ３
１と、ノイズフィルタ１４および入力調整部１８におけ
る振幅変動の温度特性および位相変動の温度特性を保持
し、環境温度の変化に対応して、デジタルデータの振幅
補正処理を行うとともに、入力信号に対して一定の位相
遅延となるタイミングで処理結果を出力するＣＰＵ２０
と、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導体に流れる電流を検出する電流測定装置であって、
　入力信号の高調波ノイズを除去するノイズフィルタと、
　前記ノイズフィルタの出力を適正な出力振幅値に変換する入力調整部と、
　前記入力調整部の出力をデジタルデータに変換するＡ／Ｄ変換部と、
　自装置が設置される環境温度を検出する温度センサと、
　前記ノイズフィルタおよび前記入力調整部における振幅変動の温度特性および位相変動
の温度特性を保持し、前記環境温度の変化に対応して、前記デジタルデータの振幅補正処
理を行うとともに、前記入力信号に対して一定の位相遅延となるタイミングで処理結果を
出力する演算処理部と、
　を備える
　ことを特徴とする電流測定装置。
【請求項２】
　前記入力調整部の出力と基準電位とを比較し、前記入力調整部の出力に同期したゼロク
ロスパルス信号を出力する比較器と、
　前記入力信号に同期した同期パルスに対する前記ゼロクロスパルス信号の位相差信号を
生成する位相差信号生成部と、
　をさらに備え、
　所定の正弦波信号および該正弦波信号に同期した前記同期パルスを出力する模擬信号源
に接続され、
　前記正弦波信号は、前記ノイズフィルタに入力され、前記同期パルスは、前記位相差信
号生成部に入力される際に、前記演算処理部は、前記Ａ／Ｄ変換部の出力に基づいて前記
振幅変動の温度特性を生成するとともに、前記位相差信号生成部の出力に基づいて前記位
相変動の温度特性を生成する
　ことを特徴とする請求項１に記載の電流測定装置。
【請求項３】
　前記位相差信号生成部は、前記同期パルスと前記ゼロクロスパルス信号との排他的論理
和を演算することにより前記位相差信号を生成し、
　前記演算処理部は、前記位相差信号のパルス幅に基づいて前記同期パルスに対する前記
ゼロクロスパルス信号の位相遅延量を検出する
　ことを特徴とする請求項２に記載の電流測定装置。
【請求項４】
　前記演算処理部は、前記ノイズフィルタおよび前記入力調整部を構成する部品の規格値
に基づく出力振幅理論値および位相遅延量理論値を保持し、異なる環境温度毎に、前記出
力振幅理論値に対する前記出力振幅値の比率を求めて前記振幅変動の温度特性を生成する
とともに、前記位相遅延量理論値に対する前記位相遅延量の比率を求めて前記位相変動の
温度特性を生成する
　ことを特徴とする請求項３に記載の電流測定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばＧＩＳ（ガス絶縁開閉装置）等に取り付け、その中心導体に流れる電
流を測定する電流測定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ロゴスキーコイルを用いた従来の電流測定装置は、例えば下記特許文献１に示されるよ
うに、ロゴスキーコイルの出力から高調波を除去するノイズフィルタと、ノイズフィルタ
の出力を適正な電圧値に変換する入力調整部と、入力調整部からのアナログ信号をデジタ
ル信号に変換するＡ／Ｄ変換部と、Ａ／Ｄ変換部からのデジタル信号を取り込み、その後
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の電流検出処理に必要な処理を行うＣＰＵとを備え、ＣＰＵの処理結果を制御装置に伝送
することにより導体に流れる電流値を測定している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－１４１７５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に示された技術では、アナログ信号を扱うノイズフィルタや
入力調整部は、それらを構成する部品が規格値に対して個別のばらつきを有しているため
、装置毎に出力の誤差を生じる。また、ノイズフィルタや入力調整部を構成する部品が規
格値に対して温度特性を有しているため、環境温度によりノイズフィルタや入力調整部の
出力の振幅や位相が変動し、結果として電流測定装置の出力の誤差が振幅、位相ともに大
きくなる、という問題があった。
【０００５】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、ノイズフィルタや入力調整部を構成す
る部品のばらつきや温度特性による誤差を抑制し、安定した出力を得ることができる電流
測定装置を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決し、目的を達成するため、本発明は、導体に流れる電流を検出する
電流測定装置であって、入力信号の高調波ノイズを除去するノイズフィルタと、前記ノイ
ズフィルタの出力を適正な出力振幅値に変換する入力調整部と、前記入力調整部の出力を
デジタルデータに変換するＡ／Ｄ変換部と、自装置が設置される環境温度を検出する温度
センサと、前記ノイズフィルタおよび前記入力調整部における振幅変動の温度特性および
位相変動の温度特性を保持し、前記環境温度の変化に対応して、前記デジタルデータの振
幅補正処理を行うとともに、前記入力信号に対して一定の位相遅延となるタイミングで処
理結果を出力する演算処理部と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の電流測定装置によれば、ノイズフィルタや入力調整部を構成する部品のばらつ
きや温度特性による誤差を抑制し、安定した出力を得ることができる、という効果を奏す
る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、実施の形態にかかる電流測定装置の一構成例を示す図である。
【図２】図２は、環境温度毎の振幅変動の一例を示す図である。
【図３】図３は、振幅変動の温度特性の一例を示す図である。
【図４】図４は、位相遅延量と各部パルスのタイミングを示す図である。
【図５】図５は、環境温度毎の位相変動の一例を示す図である。
【図６】図６は、位相変動の温度特性の一例を示す図である。
【図７】図７は、実施の形態にかかる電流測定装置の実際の運用時における接続例を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に、添付図面を参照して、本発明の実施の形態にかかる電流測定装置を詳細に説明
する。なお、以下の実施の形態によりこの発明が限定されるものではない。
【００１０】
実施の形態．
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　図１は、実施の形態にかかる電流測定装置の一構成例を示す図である。図１に示すよう
に、実施の形態にかかる電流測定装置１は、ノイズフィルタ１４と、信号処理部１７とを
備えている。信号処理部１７の出力は、制御装置２２に送出され、実際の運用時において
ＧＩＳ（図示せず）を含む設備の運転、監視等の操作に供される。なお、ノイズフィルタ
１４は、実際の運用時にはロゴスキーコイル（図示せず）が接続され、ロゴスキーコイル
の出力信号から高調波を除去するが、電流測定装置１の試験を行う際には、図１に示すよ
うに、ロゴスキーコイルに代えて模擬信号源３６が接続される。
【００１１】
　実施の形態にかかる電流測定装置１を、例えばＧＩＳのような電力機器に適用する場合
、ノイズフィルタ１４に入力されるロゴスキーコイルの出力信号の定格周波数成分は、商
用電源周波数である５０Ｈｚあるいは６０Ｈｚとなる。したがって、電流測定装置１の試
験を行う際には、模擬信号源３６は、実際の運用時と同様に、５０Ｈｚあるいは６０Ｈｚ
の所定の正弦波信号３７を出力する。なお、模擬信号源３６は、一般的な信号発生器であ
り、正弦波信号３７を出力するとともに、正弦波信号３７に同期した同期パルス３８を出
力する。この同期パルス３８は、正弦波信号３７のレベルが正の値である場合にはＨｉｇ
ｈレベルとなり、正弦波信号３７のレベルが負の値である場合にはＬｏｗレベルとなるデ
ジタル信号である。
【００１２】
　信号処理部１７は、その内部構成として、ノイズフィルタ１４の出力を適正な出力振幅
値に変換する入力調整部１８と、入力調整部１８からのアナログ信号をデジタル信号に変
換するＡ／Ｄ変換部１９と、Ａ／Ｄ変換部１９からのデジタル信号を取り込み、電流検出
のための処理を行う演算処理部（以下「ＣＰＵ」と表記）２０と、ノイズフィルタ１４お
よび信号処理部１７が設置される環境の温度を検出する温度センサ３１と、入力調整部１
８からのアナログ信号と基準電位（ここでは、回路グラウンド電位）とを比較し、入力調
整部１８からのアナログ信号に同期したゼロクロスパルス信号３４を出力する比較器３２
と、比較器３２からのゼロクロスパルス信号３４と模擬信号源３６からの同期パルス３８
との排他的論理和を演算し、同期パルス３８に対するゼロクロスパルス信号３４の位相差
信号３５を生成する位相差信号生成部３３と、を備えている。
【００１３】
　ＣＰＵ２０は、ノイズフィルタ１４および入力調整部１８における振幅変動および位相
変動の温度特性を保持するメモリ２０ａを備えている。なお、メモリ２０ａは、ＣＰＵ２
０の外部に設け、ＣＰＵ２０から書き込みおよび読み出し可能に接続されていてもよい。
【００１４】
　つぎに、実施の形態にかかる電流測定装置１のノイズフィルタ１４および入力調整部１
８における振幅変動および位相変動の温度特性について説明する。ノイズフィルタ１４お
よび入力調整部１８は、一般的にはローパスフィルタとして作用する。このため、ノイズ
フィルタ１４および入力調整部１８を構成する部品の規格値により、理論的な出力振幅値
の減少や位相遅延が生じる。このノイズフィルタ１４および入力調整部１８を構成する部
品の規格値に基づく理論的な出力振幅値を、以下「出力振幅理論値」といい、ノイズフィ
ルタ１４および入力調整部１８を構成する部品の規格値に基づく理論的な位相遅延量を、
以下「位相遅延量理論値」という。
【００１５】
　しかしながら、ノイズフィルタ１４および入力調整部１８を構成する部品は、規格値に
対して個別のばらつきを有しているため、実際には出力振幅理論値や位相遅延量理論値に
対して、装置毎に出力振幅値や位相遅延量の誤差を生じる。
【００１６】
　また、これらのノイズフィルタ１４および入力調整部１８を構成する部品は、規格値に
対して温度特性を有しているため、装置毎の出力振幅値や位相遅延量の誤差が環境温度に
より変動する。
【００１７】
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　したがって、実施の形態にかかる電流測定装置１では、電流測定装置１の試験時におい
て、装置毎に振幅変動および位相変動の温度特性を生成してメモリ２０ａに記憶しておき
、実際の運用時において、Ａ／Ｄ変換後のデジタル信号に対して、これら振幅変動および
位相変動の温度特性を適用して出力することにより、装置毎の部品のばらつきや温度特性
による出力振幅値および位相遅延量の誤差を抑制し、安定した出力を得る。
【００１８】
　つぎに、実施の形態にかかる電流測定装置１の振幅変動および位相変動の温度特性の生
成について、図１～図６の各図を参照して説明する。図２は、環境温度毎の振幅変動の一
例を示す図であり、図３は、振幅変動の温度特性の一例を示す図である。また、図４は、
位相遅延量と各部パルスのタイミングを示す図である。図４において、横軸は時間を示し
、縦軸は各信号のレベルを示しているが、図４（ａ）では、正弦波信号３７に対する入力
調整部１８の出力信号の相対的な位相遅延量を簡単に示すため、両信号のレベルを等しく
示している。また、図５は、環境温度毎の位相変動の一例を示す図であり、図６は、位相
変動の温度特性の一例を示す図である。なお、メモリ２０ａには、模擬信号源３６から所
定の正弦波信号３７が入力された場合における出力振幅理論値および位相遅延量理論値が
予め格納されている。
【００１９】
　実施の形態にかかる電流測定装置１の振幅変動および位相変動の温度特性は、上述した
ように、電流測定装置１の試験時において生成される。実施の形態にかかる電流測定装置
１の試験時には、図１に示すように、ロゴスキーコイル（図示せず）に代えて、模擬信号
源３６が接続される。模擬信号源３６から入力された所定の正弦波信号３７は、ノイズフ
ィルタ１４および入力調整部１８を介してＡ／Ｄ変換部１９に入力され、デジタルデータ
に変換される。一方、入力調整部１８の出力信号は、同時に比較器３２にも入力される。
ここで、入力調整部１８の出力信号は、装置毎の部品のばらつきや温度特性による出力振
幅値および位相遅延量の誤差を含んでいる。
【００２０】
　ＣＰＵ２０は、異なる環境温度（ここでは、Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３）における各デジタルデ
ータから各環境温度毎の出力振幅値を検出し、メモリ２０ａに格納された出力振幅理論値
と、各環境温度における各出力振幅値とから、出力振幅理論値に対する各環境温度毎の各
出力振幅値の比率（以下、「出力振幅比率」と表記）を求め、各環境温度間の出力振幅比
率を線形補間して、図３に示す振幅変動の温度特性を生成し、メモリ２０ａに記憶する。
なお、各環境温度間の出力振幅比率は、例えば最小二乗法を用いて演算することも可能で
ある。また、図２および図３では、３つの環境温度での出力振幅値を求めているが、さら
に多くの環境温度での出力振幅値を検出して出力振幅比率を求めることにより、振幅変動
の温度特性の精度を高めることができる。
【００２１】
　一方、比較器３２は、入力調整部１８からの信号と基準電位（ここでは、回路グラウン
ド電位）とを比較し、入力調整部１８からの信号が基準電位より大きい場合にはＨｉｇｈ
レベルとなり、入力調整部１８からの信号が基準電位より小さい場合にはＬｏｗレベルと
なるゼロクロスパルス信号３４を出力する。つまり、このゼロクロスパルス信号３４は、
入力調整部１８からの信号に同期したデジタル信号である。
【００２２】
　位相差信号生成部３３は、模擬信号源３６から入力される同期パルス３８と比較器３２
から入力されるゼロクロスパルス信号３４との排他的論理和を演算し、位相差信号３５を
生成する。この位相差信号３５のＨｉｇｈレベルパルス幅に相当する位相差が、ノイズフ
ィルタ１４および入力調整部１８における位相遅延量となる。
【００２３】
　ＣＰＵ２０は、異なる環境温度（ここでは、Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３）における位相差信号３
５のＨｉｇｈレベルパルス幅から各環境温度毎の位相遅延量を検出し、メモリ２０ａに格
納された位相遅延量理論値と、各環境温度における各位相遅延量とから、位相遅延量理論
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値に対する各環境温度毎の各位相遅延量の比率（以下、「位相遅延比率」と表記）を求め
、各環境温度間の位相遅延比率を線形補間して、図６に示す位相変動の温度特性を生成し
、メモリ２０ａに記憶する。なお、各環境温度間の位相遅延比率は、例えば最小二乗法を
用いて演算することも可能である。また、図５および図６では、３つの環境温度での位相
遅延量を求めているが、さらに多くの環境温度での位相遅延量を検出して位相遅延比率を
求めることにより、位相変動の温度特性の精度を高めることができる。
【００２４】
　つぎに、実施の形態にかかる電流測定装置１の実際の運用時における動作について、図
１、図３、図６、および図７を参照して説明する。図７は、実施の形態にかかる電流測定
装置の実際の運用時における接続例を示す図である。図７に示すように、実施の形態にか
かる電流測定装置１の実際の運用時には、図１に示す模擬信号源３６に代えて、導体２に
流れる電流を検出するロゴスキーコイル３が接続される。なお、メモリ２０ａには、電流
測定装置１の試験時に生成された振幅変動および位相変動の温度特性が格納されている。
【００２５】
　ロゴスキーコイル３からの入力信号は、ノイズフィルタ１４および入力調整部１８を介
してＡ／Ｄ変換部１９に入力され、デジタルデータに変換される。
【００２６】
　ＣＰＵ２０は、温度センサ３１により検出された環境温度ｔに対応する出力振幅比率ａ
を、メモリ２０ａに記憶した振幅変動の温度特性から読み出し（図３）、Ａ／Ｄ変換部１
９から入力されたデジタルデータを、読み出した出力振幅比率ａで除算することにより振
幅補正処理を行う。これにより、装置毎の部品のばらつきや温度特性による出力振幅値の
誤差が抑制される。
【００２７】
　そして、ＣＰＵ２０は、温度センサ３１により検出された環境温度ｔに対応する位相遅
延比率ｂを、メモリ２０ａに記憶した位相変動の温度特性から読み出し（図６）、読み出
した位相遅延比率ｂに基づいて、入力信号に対して一定の位相遅延となるタイミングで制
御装置２２に処理結果を出力する。これにより、装置毎の部品のばらつきや温度特性によ
る位相遅延量の誤差が抑制される。
【００２８】
　以上のように、本発明の実施の形態にかかる電流測定装置によれば、ノイズフィルタお
よび入力調整部における振幅変動および位相変動の温度特性を装置毎に保持し、温度セン
サによりノイズフィルタおよび信号処理部が設置される環境の温度を検出して、検出され
た環境温度に対応した出力振幅比率を読み出して、Ａ／Ｄ変換部から出力されるデジタル
データの振幅補正処理を行い、検出された環境温度に対応した位相遅延比率を読み出して
、その位相遅延比率に基づいて、入力信号に対して一定の位相遅延となるタイミングで制
御装置に処理結果を出力するようにしたので、装置毎の部品のばらつきや温度特性による
出力振幅値および位相遅延量の誤差を抑制し、安定した出力を得ることができる。
【００２９】
　また、電流測定装置の試験時において、一般的な信号発生器である模擬信号源から所定
の正弦波信号を入力して、異なる環境温度毎に、出力振幅理論値に対する出力振幅比率を
求め、振幅変動の温度特性を生成するとともに、所定の正弦波信号に同期した同期パルス
を入力してノイズフィルタおよび入力調整部における位相遅延量を検出し、異なる環境温
度毎に、位相遅延量理論値に対する位相遅延比率を求め、位相変動の温度特性を生成する
ようにしたので、自装置以外の他の測定器を要することなく、振幅変動および位相変動の
温度特性を生成することができる。
【００３０】
　なお、実施の形態では、ＧＩＳ等の中心導体に流れる電流を測定する電流測定装置に適
用する場合について説明したが、電圧測定装置に適用することも可能であるし、あるいは
その他の産業用の電流／電圧測定装置の分野にも利用できる。
【００３１】
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　また、実施の形態では、比較器および位相差信号生成部を備え、試験時において、振幅
変動および位相変動の温度特性を生成する構成について説明したが、比較器および位相差
信号生成部を備えず、予め振幅変動および位相変動の温度特性をＣＰＵに保持しておく構
成であっても、実施の形態と同様に、装置毎の部品のばらつきや温度特性による出力振幅
値および位相遅延量の誤差を抑制し、安定した出力を得ることができることは無論である
。
【００３２】
　また、以上の実施の形態に示した構成は、本発明の構成の一例であり、別の公知の技術
と組み合わせることも可能であるし、本発明の要旨を逸脱しない範囲で、一部を省略する
等、変更して構成することも可能であることは言うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００３３】
　以上のように、本発明にかかる電流測定装置は、ノイズフィルタや入力調整部を構成す
る部品のばらつきや温度特性による誤差を抑制し、安定した出力を得ることができる発明
として有用である。
【符号の説明】
【００３４】
１　電流測定装置
２　導体
３　ロゴスキーコイル
１４  ノイズフィルタ
１７　信号処理部
１８　入力調整部     
１９　Ａ／Ｄ変換部
２０　ＣＰＵ（演算処理部）
２０ａ　メモリ
２２　制御装置
３１　温度センサ
３２　比較器
３３　位相差信号生成部
３４　ゼロクロスパルス信号
３５　位相差信号     
３６　模擬信号源
３７　正弦波信号
３８　同期パルス
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